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(57)【要約】
【課題】光路内に、各々がバックライト等の非画素アド
レス指定可能な光出力部と、ＬＣＤパネル等の画素アド
レス指定可能な光出力部とを有する複数の表示装置を備
える多重チャネル表示システムを提供する。
【解決手段】非画素アドレス指定可能な光出力部および
画素アドレス指定可能な光出力部は、いずれも時間変調
を有するように配置され、それにより、表示装置の知覚
可能な光出力は、画素アドレス指定可能な光出力部の時
間変調と、非画素アドレス指定可能な光出力部の時間変
調との出力の組合せとなる。表示装置のうちの少なくと
も２つが、隣接する画像の一部を表示するために配置さ
れる。この表示システムはさらに、隣接する画像の一部
を表示するために配置されている少なくとも２つの表示
装置のうち、非画素アドレス指定可能な光出力部の駆動
をリンクさせるためのリンク手段を備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各々が光路内に非画素アドレス指定可能な光出力部と画素アドレス指定可能な光出力部
とを有する複数の表示装置を備える表示システムであって、前記非画素アドレス指定可能
な光出力部および前記画素アドレス指定可能な光出力部は、いずれも時間変調を有するよ
うに配置され、それにより、前記表示装置の知覚可能な光出力は、前記画素アドレス指定
可能な光出力部の前記時間変調と、前記非画素アドレス指定可能な光出力部の前記時間変
調との出力の組合せとなり、前記表示装置のうちの少なくとも２つが、隣接する画像の一
部を表示するために配置され、
　前記表示システムはさらに、隣接する画像の一部を表示するために配置されている少な
くとも前記２つの表示装置の前記非画素アドレス指定可能な光出力部の駆動をリンクさせ
るためのリンク手段を備える、表示システム。
【請求項２】
　前記リンク手段は、隣接する画像の一部を表示するために配置されている少なくとも前
記２つの表示装置の前記非画素アドレス指定可能な光出力部の前記時間変調の駆動に対し
、大域値を設定するように適合されたコントローラを備える、請求項１に記載の表示シス
テム。
【請求項３】
　前記コントローラは、隣接する画像の一部を表示するために配置されている少なくとも
前記２つの表示装置により表示されるべき最大ビデオレベルおよび最小ビデオレベルに基
づき、前記非画素アドレス指定可能な光出力部の前記時間変調の駆動に対し、前記大域値
を求めるように適合される、請求項２に記載の表示システム。
【請求項４】
　前記リンク手段は、隣接する画像の一部を表示するために配置された少なくとも前記２
つの表示装置により表示される輝度レベルの勾配を提供するように適合されたコントロー
ラを備える、請求項１から３のいずれかに記載の表示システム。
【請求項５】
　前記非画素アドレス指定可能な光出力部は、制御可能な光源を備え、前記画素アドレス
指定可能な光出力部は、透過性の部分または反射性の部分を備える、請求項１から４のい
ずれかに記載の表示システム。
【請求項６】
　各々が光路内に非画素アドレス指定可能な光出力部と画素アドレス指定可能な光出力部
とを有する複数の表示装置を備える表示システムを駆動するための方法であって、
　前記方法は、
　前記表示装置の前記非画素アドレス指定可能な光出力部を駆動するステップを備え、前
記駆動するステップは、表示されるべき画像コンテンツに依存して、駆動レベルの時間変
調を含み、前記方法はさらに、
　画像を生成するために、前記複数の表示装置の前記画素アドレス指定可能な光出力部に
対して時間変調を個々に適用するステップを備え、表示装置の前記非画素アドレス指定可
能な光出力部の前記時間変調と、前記画素アドレス指定可能な光出力部の前記時間変調と
の組合された出力は、前記表示装置の知覚可能な光出力を生成し、
　前記表示装置の前記非画素アドレス指定可能な光出力部を駆動するステップは、隣接す
る画像の一部を表示するために配置された少なくとも２つの表示装置のダイナミックレン
ジを同期させるステップを備える、方法。
【請求項７】
　隣接する画像の一部を表示するために配置された少なくとも２つの表示装置の前記ダイ
ナミックレンジを同期させるステップは、隣接する画像の一部を表示するために配置され
た少なくとも前記２つの表示装置に共通の、重複するダイナミックレンジを求めるステッ
プと、隣接する画像の一部を表示するために配置された少なくとも前記２つの表示装置の
前記非画素アドレス指定可能な光出力部を駆動するために、この重複するダイナミックレ
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ンジを使用するステップとを備える、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記ダイナミックレンジを同期させるステップは、前記表示システム内の全表示装置に
共通の、重複するダイナミックレンジを求めるステップと、前記表示装置を駆動するため
に、この重複するダイナミックレンジを使用するステップとを含む、請求項６または７の
いずれかに記載の方法。
【請求項９】
　隣接する画像の一部を表示するために配置された少なくとも２つの表示装置の前記ダイ
ナミックレンジを同期させるステップは、隣接する画像の一部を表示するために配置され
た少なくとも前記２つの表示装置の前記ダイナミックレンジを求めるステップと、隣接す
る画像の一部を表示するために配置された前記表示装置の少なくとも１つの駆動に対し、
ダイナミックレンジの勾配を付加するステップとを含む、請求項６に記載の方法。
【請求項１０】
　各々が光路内に非画素アドレス指定可能な光出力部と画素アドレス指定可能な光出力部
とを有する複数の表示装置を備える多重チャネル表示システムのための制御ユニットであ
って、
　前記制御ユニットは、
　前記表示装置の前記非画素アドレス指定可能な光出力部を駆動するための手段を備え、
前記駆動は、表示されるべき画像コンテンツに依存して駆動レベルの時間変調を含み、前
記制御ユニットはさらに、
　画像を生成するために、前記複数の表示装置の前記画素アドレス指定可能な光出力部に
対し、時間変調を個々に適用するための手段を備え、
　表示装置の前記非画素アドレス指定可能な光出力部の前記時間変調と、前記画素アドレ
ス指定可能な光出力部の前記時間変調との組合された出力は、前記表示装置の知覚可能な
光出力を生成し、
　前記制御ユニットはさらに、隣接する画像の一部を表示するために配置された少なくと
も２つの表示装置のダイナミックレンジを同期させるための手段を備える、制御ユニット
。
【請求項１１】
　多重チャネル表示システムに関連付けられたコンピュータ装置上で実行されると、請求
項６に記載の方法を実行するためのコンピュータプログラムプロダクト。
【請求項１２】
　クレーム１１のコンピュータプログラムプロダクトを格納するための機械可読データ記
憶装置
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　発明の技術分野
　この発明は、多重表示チャネル機器に関し、より特定的には、高ダイナミックレンジを
有する多重表示チャネル機器と、それを製造して作動させる方法と、当該方法を実施する
ためのソフトウェアとに関する。
【背景技術】
【０００２】
　発明の背景
　ダイナミックレンジまたはコントラスト比は、一場面中における最高輝度の部分と最低
輝度の部分との強度の比である。たとえば、先行技術のビデオ投影システムにより投影さ
れた画像は一般に、３００：１の最大ダイナミックレンジを有する。より高いダイナミッ
クレンジを有する画像表示機器を得ることが望ましい。
【０００３】
　ダイナミックレンジを向上させた画像表示機器が公知である。ＵＳ－５９７８１４２は
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、投影手段と、光源と、第１の変調器と、第２の変調器と、中継手段とを備える単色画像
表示機器を記載しており、第１および第２の変調器はいずれも、たとえば、光源から受け
た光を変調することができ、第１の変調器は、光を変調して画像を生成し、中継手段は、
その画像を第２の変調器に光学的に中継し、第２の変調器は、たとえば、その画像をさら
に変調して光学的な画像エンハンスメントを行なうことができ、それにより、真の黒上の
有限最小輝度が低下し、それにより、投影画像のコントラストレンジが拡張され、それに
より、得られる光学的な画像エンハンスメントは、第２の変調器に対する駆動信号により
決定される。
【０００４】
　ＵＳ－６９８５２７２は、上記の技術を多色画像表示機器に適用しており、投影手段と
、入射光を赤色光、緑色光、および青色光に分割するための光学手段と、赤色光を変調す
るための第１の変調器と、緑色光を変調するための第２の変調器と、青色光を変調するた
めの第３の変調器と、変調された赤色光、緑色光、および青色光を再結合させるための光
学手段とを備える画像表示機器を記載している。第４の変調器は、結合された赤色光、緑
色光、および青色光を変調するために設けられ、ルックアップテーブルの形態の制御手段
は、この画像表示機器のダイナミックレンジが向上するように、第１、第２、第３、およ
び第４の変調器の動作を制御するためのものである。
【０００５】
　業界では、ＬＣＤ等の光変調器により生成されたビデオ画像のビデオ入力の所望の強度
に応じてバックライト照明システムの強度を動的に変調することにより、当該ビデオ画像
のダイナミックレンジを拡張可能であることも公知である。この強度変更は、ディスプレ
イ全体のバックライトにわたり、本質的に均一であることが考えられる。
【０００６】
　ＷＯ　２００６／０４５５８５は、時間変調が適用されたバックライトと、画素アドレ
ス指定可能なＬＣＤとを光路に有するディスプレイを記載しており、この画素アドレス指
定可能なＬＣＤは、フレームの各画素を出力値の時系列として出力するように配置され、
この時系列のさまざまな値は、変調されたバックライトのさまざまな出力レベルに一致す
る。画素の見かけ上の輝度または色は、画素アドレス指定可能なＬＣＤの最小有効ビット
に対応するステップサイズにより規定される階調間の中間値を取るようにされて、カラー
画像およびグレースケール画像の両方の、より正確な再生を可能にする。コンバータは、
入力信号内の画素の値に従ってＬＣＤの画素の時間変調を生じさせ、それをバックライト
の時間変調に同期させる。
【特許文献１】米国特許第５９７８１４２号明細書（ＵＳ－５９７８１４２）
【特許文献２】米国特許第６９８５２７２号明細書（ＵＳ－６９８５２７２）
【特許文献３】国際公開第２００６／０４５５８５号パンフレット（ＷＯ　２００６／０
４５５８５）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記のバックライト変調技術を多重表示チャネルの用途に適用したときの表示の結果は
、納得のできるものではない。なぜなら、隣接する画像間において憂慮すべきアーチファ
クトが認められるためである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　発明の概要
　この発明の目的は、多重表示チャネルの用途において、高ダイナミックレンジで画像を
表示するための良好な機器または方法を提供することである。この説明の文脈内における
「高ダイナミックレンジ」は、少なくとも１０００：１以上、好ましくは少なくとも１０
０００：１のダイナミックレンジを意味する。
【０００９】
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　上記の目的は、この発明に従った方法および装置により達成される。
　第１の局面において、この発明は、複数の表示装置を備える表示システムを提供する。
各表示装置は、光路内に、非画素アドレス指定可能な光出力部、たとえば、バックライト
または制御可能な光源と、画素アドレス指定可能な光出力部、たとえば、ＬＣＤパネル等
の光変調器とを有する。非画素アドレス指定可能な光出力部および画素アドレス指定可能
な光出力部は、いずれも時間変調を有するように配置され、それにより、この表示装置の
知覚可能な光出力は、画素アドレス指定可能な光出力部の時間変調と、非画素アドレス指
定可能な光出力部の時間変調との出力の組合せとなる。この発明の第１の局面の実施例に
従った表示システムでは、少なくとも２つの表示装置が、隣接する画像の一部を表示する
ために配置される。この発明の実施例によると、表示システムはさらに、隣接する画像の
一部を表示するために配置されている少なくとも２つの表示装置の非画素アドレス指定可
能な光出力部の駆動をリンクさせるためのリンク手段をさらに備える。
【００１０】
　この発明の実施例の利点とは、非画素アドレス指定可能な部分の変調により、表示シス
テムのダイナミックレンジの向上が得られる点である。さらに別の利点とは、隣接する画
像の一部が全く異なる白黒画像レベルを有することを防止するリンク手段の存在により、
隣接する画像の一部と一部との間において、アーチファクトが限られた数だけ生じるか、
少ない数だけ生じるか、または全く生じさえしない点である。
【００１１】
　この発明の実施例に従った表示システムにおいて、リンク手段は、隣接する画像の一部
を表示するために配置されている少なくとも２つの表示装置の非画素アドレス指定可能な
光出力部の時間変調の駆動に対し、大域値を設定するように適合されたコントローラを備
え得る。このようなアルゴリズムは、簡単でありかつ実施が容易であるために、有利であ
る。リンク手段は、複数の表示装置の各々の非画素アドレス指定可能な光出力部の時間変
調の駆動に対し、大域値を設定するように適合されたコントローラを備え得る。
【００１２】
　コントローラは、隣接する画像の一部を表示するために配置されている少なくとも２つ
の表示装置により表示されるべき最大ビデオレベルおよび最小ビデオレベルに基づき、非
画素アドレス指定可能な光出力部の時間変調の駆動に対し、大域値を求めるように適合さ
れ得る。
【００１３】
　リンク手段は、隣接する画像の一部を表示するために配置された少なくとも２つの表示
装置により表示される輝度レベルの勾配を提供するように適合されたコントローラを備え
得る。このことは、明るいイメージを有するチャネルが高強度のバックライト設定値で作
動され得る一方で、暗いイメージを有するチャネルが低強度のバックライト設定値で作動
され得るという利点を有する。それに加え、隣接する画像の一部と一部との間の継目にお
いて、やはり、視認可能なアーチファクトが限られた数だけ生じるか、少ない数だけ生じ
るか、または、全く生じさえしない。
【００１４】
　表示システムの非画素アドレス指定可能な光出力部は、制御可能な光源を備え、画素ア
ドレス指定可能な光出力部は、透過性の部分または反射性の部分を備え得る。
【００１５】
　第２の局面において、この発明は、その各々が光路内に非画素アドレス指定可能な光出
力部と画素アドレス指定可能な光出力部とを有する複数の表示装置を備える表示システム
を駆動するための方法を提供する。この方法は、表示装置の非画素アドレス指定可能な光
出力部を駆動するステップを含み、当該駆動するステップは、表示されるべき画像コンテ
ンツに依存して、駆動レベルの時間変調を含み、当該方法はさらに、画像を生成するため
に、複数の表示装置の画素アドレス指定可能な光出力部に時間変調を個々に適用するステ
ップを含む。表示装置の非画素アドレス指定可能な光出力部の時間変調と、画素アドレス
指定可能な光変調部の時間変調との組合された出力が、その表示装置の知覚可能な光出力
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を生成する。この発明の実施例によると、表示装置の非画素アドレス指定可能な光出力部
を駆動するステップは、隣接する画像の一部を表示するために配置された少なくとも２つ
の表示装置のダイナミックレンジを同期させるステップを含む。
【００１６】
　この発明の実施例によると、隣接する画像の一部を表示するために配置された少なくと
も２つの表示装置のダイナミックレンジを同期させるステップは、隣接する画像の一部を
表示するために配置された少なくとも２つの表示装置に共通の、重複するダイナミックレ
ンジを求めるステップと、隣接する画像の一部を表示するために配置された少なくとも２
つの表示装置の非画素アドレス指定可能な光出力部を駆動するために、この重複するダイ
ナミックレンジを使用するステップとを含み得る。ダイナミックレンジを同期させるステ
ップは、表示システム内の全表示装置に共通の、重複するダイナミックレンジを求めるス
テップと、この表示装置を駆動するために、この重複するダイナミックレンジを使用する
ステップとを含み得る。
【００１７】
　この発明の実施例において、隣接する画像の一部を表示するために配置された少なくと
も２つの表示装置のダイナミックレンジを同期させるステップは、隣接する画像の一部を
表示するために配置された少なくとも２つの表示装置のダイナミックレンジを求めるステ
ップと、隣接する画像の一部を表示するために配置された表示装置のうちの少なくとも１
つの駆動に対し、ダイナミックレンジの勾配を付加するステップとを含み得る。
【００１８】
　さらに別の局面において、この発明は、各々が光路内に非画素アドレス指定可能な光出
力部と画素アドレス指定可能な光出力部とを有する複数の表示装置を備える多重チャネル
表示システムのための制御ユニットを提供する。この制御ユニットは、表示装置の非画素
アドレス指定可能な光出力部を駆動するための手段を備え、この駆動は、表示されるべき
画像コンテンツに依存して駆動レベルの時間変調を含み、当該制御ユニットはさらに、画
像を生成するために、複数の表示装置の画素アドレス指定可能な光出力部に対し、時間変
調を個々に適用するための手段を備える。表示装置の非画素アドレス指定可能な光出力部
の時間変調と、画素アドレス指定可能な光出力部の時間変調との組合された出力は、表示
装置の知覚可能な光出力を生成する。この制御ユニットはさらに、隣接する画像の一部を
表示するために配置された少なくとも２つの表示装置のダイナミックレンジを同期させる
ための手段を備える。
【００１９】
　さらに別の局面において、この発明は、多重チャネル表示システムに関連付けられたコ
ンピュータ装置において実行されると、この発明の実施例に従った方法のいずれかを実行
するためのコンピュータプログラムプロダクトを提供する。このコンピュータプログラム
プロダクトは、多重チャネル表示システムに関連付けられたコンピュータ装置上で実行さ
れると、この発明の実施例に従った方法のいずれかの機能性を提供する。プログラムは、
オペレーティングシステム下で稼働することができ、ユーザがプログラムと対話すること
を可能にするユーザインターフェイスを含み得、たとえば、異なるアルゴリズム間での選
択が、ユーザによって行なわれ得る。
【００２０】
　コンピュータプログラムプロダクトは、処理システムのＣＰＵ等のプロセッサに対し、
この方法のステップを実施させる１つ以上のコードセグメントを含むコンピュータソフト
ウェアプロダクト（すなわちキャリア媒体）の一部であり得る。コンピュータプログラム
プロダクトは、プログラム可能プロセッサにより実行されるための機械可読コードを担う
キャリア媒体において具体的に実現され得る。したがって、この発明は、この発明の実施
例に従ってコンピュータプログラムプロダクトを格納するための機械可読データ記憶装置
も提供する。「キャリア媒体」、「機械可読データ記憶装置」、または「データキャリア
」という用語は、実行用にプロセッサに命令を提供することに関係するあらゆる媒体を指
す。このような媒体は、以下のものに限定されないが、不揮発性媒体、伝送媒体を含む多
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くの形態を取り得る。たとえば、不揮発性媒体は、光学ディスクまたは磁気ディスク、た
とえば大容量記憶装置の一部である記憶装置を含む。コンピュータ可読媒体の一般的な形
態は、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ、フレキシブルディスク、フロッピー（登録商標）ディスク
、ディスケット、メモリキー、テープ、メモリチップ、カートリッジ、または、機械可読
形態でコンピュータプログラムプロダクトを格納し、かつ、コンピュータが読み出せる他
の任意の媒体を含む。コンピュータ可読媒体のさまざまな形態は、実行のために、１つ以
上の命令の１つ以上のシーケンスをプロセッサに搬送することに関与し得る。
【００２１】
　今日、このようなソフトウェアは、インターネット（Internet）または企業のイントラ
ネット（Intranet）上において、ダウンロード用に提供されていることが多く、そのため
、この発明は、この発明の実施例に従ったコンピュータプログラムプロダクトを、ＬＡＮ
、ＷＡＮ、またはインターネット等のローカルエリアネットワークまたはワイドエリアネ
ットワークを通じて搬送波を介して送信することを含む。伝送媒体は、コンピュータ内に
おいてバスを備える線を含む、同軸ケーブル、銅線、および光ファイバを含む。コンピュ
ータ装置は、マイクロプロセッサおよびＦＰＧＡのうちの１つを含み得る。
【００２２】
　この発明の特定の好ましい局面は、前掲の独立請求項および従属請求項に明記されてい
る。従属請求項からの特徴は、独立請求項の特徴と、および、他の従属請求項の特徴と適
宜組合せることができ、請求項にはっきりと明記されたものに留まらない。
【００２３】
　この発明の上記のおよび他の特性、特徴、および利点は、添付の図面とともに以下の詳
細な説明から明らかになるであろう。添付の図面は、一例として、この発明の原理を示す
。この説明は、発明の範囲を限定することなく、例示のためにのみ提示される。以下に引
用する参照図は、添付の図面を指す。
【００２４】
　異なる図において、同じ参照符号は、同一または類似の要素を指す。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　例示的な実施例の説明
　特定の実施例に関し、或る特定の図面を参照してこの発明を説明するが、この発明はそ
れに限定されず、クレームによってのみ限定される。記載する図面は単に概略的なもので
あって、非限定的である。図面では、例示の目的のために、要素のいくつかのサイズを拡
大しており、縮尺通りに描いていないことがある。寸法および相対寸法は、この発明を実
施するための実際の縮小には対応しない。
【００２６】
　さらに、説明およびクレーム中における第１、第２、および第３等の用語は、類似する
要素を区別するために使用されており、シーケンシャルな順序または時間を追った順序を
必ずしも説明するためのものではない。そのように使用された用語が適切な状況下におい
て相互に交換可能であり、かつ、ここに記載する発明の実施例が、ここに記載または例示
されたもの以外のシーケンスでの動作が可能であることを理解されたい。
【００２７】
　さらに、説明およびクレーム内における上部、下部、上、下等の用語は、説明の目的で
使用されており、相対的な位置を説明するために必ずしも使用されていない。そのように
使用された用語が適切な状況下において相互に交換可能であり、かつ、ここに記載された
発明の実施例が、ここに記載または例示されたもの以外の配向での動作が可能であること
を理解されたい。
【００２８】
　クレームで使用される「備える」という用語が、以下に列挙する手段に限定するものと
して解釈されるべきではないことに注意されたい。この用語は、他の要素またはステップ
を除外しない。したがって、この用語は、述べられた特徴、数値、ステップ、または構成
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要素の存在を言及通りに特定するものとして解釈されるべきであるが、１つ以上の他の特
徴、数値、ステップ、構成要素、またはそのグループの存在または追加を排除しない。し
たがって、「手段ＡおよびＢを備える装置」という表現の範囲は、構成要素ＡおよびＢの
みからなる装置に限定されるべきではない。この発明に関し、装置において専ら関連性を
有する構成要素がＡおよびＢであるという意味である。
【００２９】
　同様に、やはりクレームで使用される「結合される」という用語も、直接接続のみに限
定されるものとして解釈されるべきではないことに注意されたい。したがって、「装置Ｂ
に結合された装置Ａ」という表現の範囲は、装置Ａの出力が装置Ｂの入力に直接接続され
た装置またはシステムに限定されるべきではない。これは、他の装置または手段を含む経
路であり得る、Ａの出力とＢの入力との間の経路が存在することを意味する。
【００３０】
　この発明のいくつかの実施例の詳細な説明により、この発明を以下に説明する。当業者
の知識に従い、この発明の真の精神または技術的な教示から逸脱することなく、この発明
の他の実施例が構成され得ることが明らかである。この発明は、前掲のクレームの用語に
よってのみ限定される。
【００３１】
　記載される実施例は、多重チャネル表示システムの複数の表示装置の（輝度および／ま
たは色点における）画素データおよびバックライト照明の両方の少なくとも組合された時
間変調を含む方式に関する。この発明の実施例によると、複数の表示装置間にリンク機構
が設けられ、このリンク機構は、共通の表示画面上に表示装置の各々により提供された多
数の当接する画像の一部または融合する画像の一部の間に連続性を確保することができる
。この表示画面は、画面セグメント上に画像を投影する１つ以上の投影機を備えた、セグ
メント化された画面のシステムを含む。このセグメント化された画面は、互いに隣接し得
る。このようなリンク機構がない場合、各表示装置は、それ自体の局所的最適設定値、特
にバックライト設定値を求めることが考えられ、この設定値により、隣接する画像間には
、異なる白黒画像レベルの形態で、憂慮すべきアーチファクトが生じる。この発明は、こ
のようなリンクおよび対応する制御アルゴリズムの使用を開示しており、多数のチャネル
内および多数のチャネル間のビデオ画像の均衡を取り、最大のダイナミックレンジおよび
忠実度を有する、完全で継目のない画像を生成する。
【００３２】
　多重チャネル表示システムの一般的なセットアップにおいて、各表示装置は、表示画面
上に示されるべき完全な画像の一部を提供する。この表示画面は、１つの表示画面または
セグメント化された表示画面であり、これらの部分は表示画面上に互いに隣接して配置さ
れ、表示されるべき画像を形成する。図１、図２、および図３の実施例では、一列に並ん
だ３つの表示装置が例示されており、その各々は、示されるべき完全な画像の一部を提供
し、完全な画像は、これらの３つの画像の一部により形成される画像である。図示してい
ないが、他の実施例において、これよりも多いか、または少ない表示装置を設けてよく、
それらはアライメントされる必要はない。隣接するか、または重複する画像の一部の規則
的なアレイまたは不規則なアレイのいずれかが、完全な画像を形成するために示され得る
。
【００３３】
　図１は、この発明の実施例に従った多重チャネル表示システム１０の上面図である。多
重チャネル表示システム１０は、複数の表示装置１２を備え、たとえば図１に例示する実
施例では、３つの投影装置を備える。その各々は、共通の表示画面１６上に画像の一部１
４を投影するためのものであり、その画像の一部１４がともに、表示されるべき完全な画
像を形成する。共通の表示画面１６は、１つの表示画面であってよく、または、複数のセ
グメント化された表示画面から形成されてもよい。これらの画像の一部は、図１において
、部分的に重複するものとして示される。しかしながら、この発明の実施例の一部として
、当接する操作も可能である。この発明の実施例によると、複数の表示装置１２の間にリ
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ンク機構１８が設けられ、このリンク機構１８は、共通の表示画面１６上に表示装置１２
の各々により提供された多数の当接する画像の一部１４または融合する画像の一部１４の
間に連続性を確保することができる。
【００３４】
　図２は、図１に示す多重チャネル表示システム１０の第１の実施例の模式図である。
　表示装置１２は、たとえば、フルプロジェクタ、独立型投影ボックス、またはモニタ等
の任意の適切な表示装置であってよい。以下の説明では投影機が想定されているが、これ
は、この発明の限定を意図しない。あらゆる種類の電子表示装置が、この発明に照らして
適切な表示装置であり、特に、固定フォーマットの表示装置、たとえば、投影または直視
の概念で使用され得る液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）、デジタルライトプロセッサ（ＤＬＰ
）ディスプレイ、ＭＥＭＳベースの回折格子ライトバルブ（ＧＬＶ）またはＧＥＭＳのデ
ィスプレイが適切な表示装置である。各画素またはサブ画素が個々にアドレス指定可能で
あるという特徴を満たす、単色およびカラーのディスプレイと、透過性、回折性、反射性
、および半透過性の表示技術とが、この発明の範囲内に含まれる。この発明に有用なディ
スプレイは、ディスプレイの画素および／またはサブ画素の要素の選択的なアドレス指定
を少なくとも使用することにより、任意のビデオ画像または静止画像を表示することがで
きる。
【００３５】
　図２は、より詳細に、この発明で使用するための表示装置１２の第１の実施例を示す。
図２において、各表示装置１２は、光路内に、画素アドレス指定可能な光出力部２０と、
非画素アドレス指定可能な光出力部２２とを有する。図示する実施例において、画素アド
レス指定可能な光出力部は、画素アドレス指定可能な光変調器、たとえばＬＣＤパネルで
あり得、非画素アドレス指定可能な光出力部は、たとえばそのバックライトにより光出力
が変調され得る光源であり得る。
【００３６】
　この発明によると、表示システム１０は、複数の表示装置１２の光路上の光出力をリン
クさせるため、より特定的には、それらのダイナミックレンジをリンクさせるためのリン
ク機構１８を備え、それにより、多数の当接する画像または融合する画像間に、ダイナミ
ックレンジの連続性が得られる。図２に示す実施例において、リンク機構１８は、表示装
置１２における、これらの画素アドレス指定可能な光出力部２０および非画素アドレス指
定可能な光出力部２２を駆動するための駆動信号を提供するための処理要素２４を備える
。処理要素２４は、当該表示装置１２により示されるべき画像の一部１４に対応する入力
信号に基づき、かつ、少なくとも１つの近隣の表示装置１２により示されるべき画像の一
部１４に基づき、このような駆動信号を表示装置１２に提供する。当該表示装置１２によ
り示されるべき画像の一部１４は、表示システム１０内の複数の表示装置１２によって示
されるべき、より大きな画像の一部である。近隣の表示装置１２は、この表示装置１２の
画像の一部１４に当接するか、または融合する画像の一部１４を提供する表示装置である
。処理要素２４は、非画素アドレス指定可能な光出力部２２、たとえばバックライトに対
し、時間変調を提供するための駆動信号を提供し、画素アドレス指定可能な光出力部２０
に時間変調を提供するための駆動信号を提供し、それにより、表示装置１２の画素の見か
け上の輝度または色が、所望される平均出力に対応するようになり、それにより、多数の
当接する画像または融合する画像間に、ダイナミックレンジの連続性が得られる。様々な
組合せのシーケンスの平均を取ることにより、画素の見かけ上の輝度または色は、画素ア
ドレス指定可能な光出力部２０により提供された制御の最小有効ビットに対応するステッ
プサイズにより規定される階調間の中間値を取るようになり得る。換言すると、レンジの
選択された部分において、見かけ上の量子化の量が増大され、これにより、色画像および
グレースケール画像の両方の、より正確な再生が可能になる。画素アドレス指定可能な光
出力部に対する時間変調および対応する非画素アドレス指定可能な光出力部に対する時間
変調の組合せが所望の出力値を提供する限り、画素アドレス指定可能な光出力部２０に対
する駆動レベルの値の選択には何らかの自由度が存在する。
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【００３７】
　リンク機構１８、特にその処理要素２４への入力は、表示されるべき画像の一部を符号
化する１つ以上の画像データ信号であり、これらの１つ以上の画像データ信号は、少なく
とも１つの画像源２６、たとえば表示されるべき画像を生成するための画像生成器（ＩＧ
）から発生する。この画像データ信号は、図３に示すように、多重チャネル表示システム
１０の表示装置１２、たとえば投影機の各々に対して別個に、すなわち、別個の画像源２
６により、提供されてよい。これは、各々が画像の一部１４を提供する複数の画像源２６
が設置され得ることを意味する。代替的に、表示されるべき画像を符号化する画像データ
信号は、図２に示すように、１つの画像源２６により提供され、複数の表示装置１２にわ
たって配信されてよい。例示されていないが、たとえば、少なくとも１つの画像源２６が
少なくとも２つの表示装置１２に対する画像の一部１４を符号化する画像データ信号を提
供し、少なくとも別の画像源２６が、少なくとも別の表示装置１２に対する画像の一部１
４を符号化する画像データ信号を提供する他の実施例もまた、この発明に包含される。こ
の少なくとも別の表示装置１２は、１つの表示装置であり得る。１つの画像源または複数
の画像源２６は、任意の種類の画像源であってよく、たとえば、１つもしくは複数のカメ
ラ、または、画像を生成するように適合されたコンピュータもしくはコンピュータ装置で
あるＩＧであってよい。複数の画像源２６を設ける場合、それらは異なる種類であっても
よく、たとえば、第１の画像源が第１の表示装置１２に対する画像データ信号を提供する
複数のカメラを備え、第２の画像源が、第２の表示装置に対する画像データ信号を提供す
るための画像生成器を備える。
【００３８】
　この実施例の特徴に対し、この発明から逸脱することなく、他の実施例から任意に採っ
た他の特徴を追加することができる。
【００３９】
　図３は、この発明に従った多重チャネル表示システム１０の第２の実施例を示す。図３
では、表示されるべき画像をともに形成する画像の一部１４を符号化する複数の画像デー
タ信号を提供するために、複数の画像源２６を設ける。先の実施例と同様に、複数の画像
源２６は、同じ種類であっても、異なる種類であってもよい。表示装置１２の数と同数の
画像源２６が存在し得る。代替的な実施例において、表示装置１２よりも多くの、または
少ない画像源２６が存在し得る。１つの画像源２６は、１つ以上の表示装置１２によって
表示されるべき画像の一部１４を符号化する画像データ信号を提供し得る。代替的に、こ
の実施例においても、１つの画像源２６を設けることができる。図３に示す実施例におい
て、表示装置１２は、同様に、画素アドレス指定可能な光出力部２０と、非画素アドレス
指定可能な光出力部２２とを備える。画素アドレス指定可能な光出力部２０は、当該画素
アドレス指定可能な光出力部２０に当たる光から画像を提供する。この実施例において、
非画素アドレス指定可能な光出力部２２は、バックライト３０から分離している。この実
施例において、バックライト３０は、実質的に一定の駆動パラメータ、たとえば、実質的
に一定の駆動電流により駆動され、実質的に一定の光出力を生じる。非画素アドレス指定
可能な光出力部２２は、この一定の光出力を、変調された光出力に変換するもので、たと
えば、ＬＣＤ装置、メカニカルシャッター、または調光器であり得る。
【００４０】
　この発明の実施例によると、表示システム１０は、複数の表示装置１２の光路上の光出
力をリンクさせるため、より具体的には、それらのダイナミックレンジをリンクさせるた
めのリンク機構１８を備え、それにより、多数の当接する画像または融合する画像間に、
ダイナミックレンジの連続性が得られる。図３に示す実施例において、リンク機構１８は
、表示装置１２の各々の画素アドレス指定可能な光出力部２０および非画素アドレス指定
可能な光出力部２２を駆動するための駆動信号を提供する処理要素２４を備える。各表示
装置１２の画素アドレス指定可能な光出力部２０および非画素アドレス指定可能な光出力
部２２に対する駆動信号は、当該表示装置１２により示されるべき画像の一部１４を符号
化する画像データ信号と、少なくとも１つの近隣の表示装置１２により示されるべき画像
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の一部１４を符号化する画像データ信号とに基づき、処理要素２４により生成される。当
該表示装置１２により示されるべき画像の一部１４は、表示システム１０内の複数の表示
装置１２により示されるべきより大きな画像の一部である。近隣の表示装置１２は、この
表示装置１２の画像の一部１４に当接するか、または融合する画像の一部１４を提供する
表示装置である。処理要素２４は、非画素アドレス指定可能な光出力部２２に対する時間
変調を提供し、画素アドレス指定可能な光出力部２０に対する時間変調を提供し、それに
より、表示装置１２の画素の見かけ上の輝度または色は、所望の平均出力に対応するよう
になり、それにより、多数の当接する画像または融合する画像間に、ダイナミックレンジ
の連続性が得られる。
【００４１】
　この実施例の特徴に対し、この発明から逸脱することなく、他の実施例から採ることが
考えられる他の特徴を追加することができる。
【００４２】
　この発明の実施例によると、光路内における画素アドレス指定可能な光出力部２０およ
び非画素アドレス指定可能な光出力部２２の順序は、図２のように、光源が当該部分のう
ちのいずれかに存在すること、または、図３のように、当該部分の両方の手前に存在する
こと、のいずれであるかに依存して、逆にすることができる。
【００４３】
　上記の実施例において、非画素アドレス指定可能な光出力部２２の変調周波数が、表示
装置１２の出力フレームレートに厳密に一致する必要がなく、すなわち、多数の表示フレ
ーム周期からなる変調周期も可能であることに注意されたい。また、表示システムの出力
フレームレートよりも高いフレームレート（たとえば、表示出力周波数が５０Ｈｚである
場合、１００Ｈｚ）で変調を行なうこともできる。
【００４４】
　リンク機構１８の適切な処理要素２４の実施例を図４に示す。
　例示する処理要素２４は、画素アドレス指定可能な光出力部２０を駆動するための時間
変調駆動信号を作成するための手段４０と、非画素アドレス指定可能な光出力部２２を駆
動するための時間変調駆動信号を作成するための手段４２とを備える。手段４０および４
２はいずれも、コントローラ４３により制御される。
【００４５】
　画素アドレス指定可能な光出力部２０を駆動するための時間変調駆動信号を作成するた
めの手段４０は、特定の表示装置１２により表示されるべき画像の一部を符号化する入力
画像データ信号から、予め定められた時間系列中に表示装置の画素アドレス指定可能な光
出力部２０の各画素を駆動するための画像データ駆動信号の時系列を生成するように適合
され得る。非画素アドレス指定可能な光出力部２２を駆動するための時間変調駆動信号を
作成するための手段４２は、それと同時に、非画素アドレス指定可能な光出力部２２を駆
動するための対応する駆動信号を提供するように適合され、それにより、両方のシーケン
スの組合せは、当該時間系列の長さにわたり、平均出力に対応する、当該表示装置１２の
全画素の見かけ上の輝度または色を生じる。画素アドレス指定可能な光出力部２０の各画
素の時系列は、この例において、ルックアップテーブル４４により作成され得、このルッ
クアップテーブル４４は、出力信号の、各画素に対する一連の駆動値を生成する。これら
の一連の駆動値は、多数のフレームバッファ（フレーム１－フレーム３）にわたって分散
され得、これらのフレームバッファがたとえば次々と読出されて、画素アドレス指定可能
な光出力部２０を駆動することができる。非画素アドレス指定可能な光出力部２２の各画
素に対する時系列もまた、この例において、ルックアップテーブル４５により作成され得
、このルックアップテーブル４５は、非画素アドレス指定可能な光出力部２２に対する一
連の駆動値を生成する。これらの一連の駆動値は、多数のフレームバッファ（フレーム１
－フレーム３）にわたって分散され得、これらのフレームバッファが次々と読出されて、
非画素アドレス指定可能な光出力部２２を駆動することができる。
【００４６】
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　同期回路４６は、一般に、入力画像データ信号を同期させることにより、非画素アドレ
ス指定可能な光出力部２２に対する駆動信号を、画素アドレス指定可能な光出力部２０に
対する駆動信号に同期させた状態に保つことができる。
【００４７】
　処理要素２４は、従来のハードウェアか、または、ハードウェア要素およびソフトウェ
ア要素の組合せにおいて実現され得る。処理要素２４のコントローラ４３は、マイクロプ
ロセッサ等のコンピュータ装置を含み得、たとえば、マイクロコントローラであり得る。
特に、コントローラ４３は、プログラマブルコントローラ、たとえば、プログラマブルア
レイロジック（Programmable Array Logic（ＰＡＬ））、プログラマブルロジックアレイ
（Programmable Logic Array）、プログラマブルゲートアレイ（Programmable Gate Arra
y）、特に、フィールドプログラマブルゲートアレイ（Field Programmable Gate Array（
ＦＰＧＡ））等のプログラマブルデジタル論理装置を含み得る。
【００４８】
　次に、特定の実施例を参照することにより、この発明をより詳細に説明する。
　簡単な投影機のモデルに関し、表記は以下のようになり得る。
【００４９】
　ＬMax：投影機の最大可能輝度出力
　ＣＲP：投影機のコントラスト比（その最小光出力でそのピーク光出力を除算したもの
と規定される）
　投影機の入力について
　ＶP：投影器のビデオ入力（０．０－１．０）
　ＧP：投影機のバックライト利得（０．０－１．０）
　したがって、簡単な投影機のモデルの光出力は、以下のようになる。
【００５０】
　ＬOUTPUT＝ＧPＬMax［（ＣＲP－１）ＶP＋１］／ＣＲP

　したがって、投影機の最大ＬOUTPUTは、以下のようになる。
【００５１】
　ＧPが１．０のとき、ＬOUTPUT_MAX＝ＧPＬMax

　したがって、投影機の最小ＬOUTPUTは、以下のようになる。
【００５２】
　ＬOUTPUT_MIN＝ＧPＬMax／ＣＲP

　この発明の実施例によると、システムのコントラスト比は、個々の表示装置のコントラ
スト比を超えて、多重表示チャネルにわたって拡張される。システムのコントラスト比は
、以下のように規定される。
【００５３】
　ＣＲS＝システムの最大輝度／システムの最小輝度
　または、
　ＣＲS＝ＬOUTPUT_MAX／ＬOUTPUT_MIN

　この式に、この上で提示したＬOUTPUT_MAXおよびＬOUTPUT_MINを代入すると、以下の式
を生じる。
【００５４】
　ＣＲS＝ＬMAX／（ＧPＬMax／ＣＲP）＝ＣＲP／ＧP

　最小光出力におけるＧPを解くと、以下の式を生じる。
【００５５】
　ＧP_MIN＝ＣＲP／ＣＲS

　画像生成器（ＩＧ）の出力ＶIGは、０．０－１．０の間の値を有する。
【００５６】
　ＶIG＝１にして、ＬMAXの所望のシステムの輝度出力を得る。
　ＶIG＝０にして、ＬMAX／ＣＲSの所望のシステムの輝度出力を得る。
【００５７】
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　これらの定義に留意すると、ビデオ源２６と表示装置１２に対する制御入力との間で必
要なアルゴリズムの変換を規定することができる。
【００５８】
　第１の実施例では、全表示装置１２に対する等しい設定値により、大域的制御が提供さ
れる。リンク機構１８のコントローラ４３は、全チャネル間において各表示装置１２また
はビデオチャネル内で必要とされる最大ビデオレベルおよび最小ビデオレベルを共有し、
かつ、大域的バックライト値等の非画素アドレス指定可能な光出力部に対する大域値と、
処理のための大域的ビデオ利得係数とを設定するアルゴリズムを備え得る。処理要素２４
は、画像源２６から発生する画像データ信号より、総合最小輝度レベルおよび総合最大輝
度レベルを求める。総合最小輝度レベルは、最小輝度レベルに関して最高値を有する表示
装置１２のうちの１つの表示装置の最小輝度レベルである。総合最大輝度レベルは、最大
輝度レベルに関して最低値を有する表示装置１２のうちの１つの表示装置の最大輝度レベ
ルである。図５に示す例において、第１のチャネルの最小輝度レベルおよび最大輝度レベ
ルは、それぞれｍｉｎ１およびｍａｘ１により提示され（図５の左側）、第２のチャネル
の最小輝度レベルおよび最大輝度レベルは、それぞれｍｉｎ２およびｍａｘ２により提示
される（図５の右側）。この場合、これらの２つのパネルに対する総合最小輝度レベルお
よび総合最大輝度レベルは、図５から認識されるように、それぞれｍｉｎ１およびｍａｘ
２により提示される。
【００５９】
　これらの総合最小輝度レベルおよび総合最大輝度レベルは、表示システム１２の各々に
対して使用されるべき駆動信号を求めるために、リンク機構１８により使用される。非画
素アドレス指定可能な光出力部２２により提供されるあらゆるレベルの光源減衰、たとえ
ば、バックライト自体を変調することによるバックライト減衰に対し、（線形空間を前提
とする）ビデオレベルにおいて、対応し、かつ、逆数となる利得を得ることが必要となる
。
【００６０】
　輝度＝ビデオレベル＊ビデオ利得係数＊バックライト減衰係数＊バックライトの強度
　任意の１つの時刻における任意の場面に関し、その場面の瞬間コントラストは、この実
施例において、その場面を作成するのに使用される投影機の固有のコントラストを超えて
増大しない。しかしながら、表示された場面は、名目上の明るい場面から暗い場面に、そ
してその逆に変化するため、表示システムが反応して、場面に応じてその最大光出力を増
減し、したがって、その輝度レンジの深度を拡張してその場面内の細部を最大化して、有
効システムコントラストを増大させる。
【００６１】
　表示される全ビデオ入力の全体における瞬間最大ＶIGは、ＶIG_MAXとして規定される。
この値から、ＶIG_MAXにおける所望のシステム輝度は、以下の式から求められる。
【００６２】
　ＬSYSTEM_MAX＝ＬMAX［（ＣＲS－１）ＶIG_MAX＋１］／ＣＲS

　これは、多重チャネル画像のどの場所においても求められる最大輝度であることから、
すべての投影機のバックライト利得は、各々からの最大出力がＬSYSTEM_MAXに等しくなる
ように調節され得る。このことは、低い輝度レベルで作動する際でさえも、システム内に
おいて画像内の最小黒レベルを抑え、かつ、最大ダイナミックレンジを維持するという利
点を有する。
【００６３】
　ＧP＝ＬSYSTEM_MAX＝／ＬMAX

　ＧP＝［（ＣＲS－１）ＶIG_MAX＋１］／ＣＲS

　実用的な理由により、ＧPは、ＧP_MIN等の下限に制限され得る。
【００６４】
　ＧPという所定の設定値に関し、投影機に対するビデオ入力は、それに対応して以下に
示すように変更されなければならない。
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【００６５】
　ＶP＝ＶIG／ＧP

　このマッピングにおいて、ＧPの任意の設定値に対する最大輝度点は、全体のシステム
のダイナミックレンジにわたって規定される、このシステムに対する所望の輝度点に一致
する。しかしながら、すべての他の輝度レベルは、所定のＧPの設定値に対する投影機の
最小値に向けて、システムの理想から逸脱する。この逸脱は、投影器のコントラストが所
望のシステムコントラストよりも小さく、したがって、投影機が所望通りの暗い画像を生
成できないことにより生じる。
【００６６】
　代替的なマッピングは、以下のように規定され得る。
　ＶP＝（ＶIG－Ｄ）／（ＧP－Ｄ）
　式中、
　Ｄ＝（ＣＲSＧP－ＣＲP）／（ＣＲPＣＲS－ＣＲP）
　このマッピングは、システムが、所定のＧPの設定値に対して可能なあらゆる所望の輝
度レベルに一致するという利点を有する。その欠点とは、そのコントラスト比の限界によ
り、投影機によって生成され得ない最も暗い値が、ＧPの設定値に関して可能な最小輝度
値にクリッピングされる点である。
【００６７】
　レンジ外の値の、１つの最小値へのクリッピングを回避しつつ、所望の輝度の逸脱を減
じるために、これらの２つのマッピングの特性を組合せる他のマッピングも可能である。
【００６８】
　任意の所定の場面に関する瞬間最大ＶIG値の決定は、ディスプレイシステムの本来の遅
延、たとえば、バックライト制御／変調システム等の非画素アドレス指定可能な光出力部
２２の制御または変調の応答性および他の画像処理動作に対処するために、時間的処理を
必要とし得る。この処理は、画像源２６からの追加情報、たとえばシミュレータ環境にお
いて一般に利用可能な時刻（Time Of Day（ＴＯＤ））情報によっても影響を受け得る。
この時間的処理は、画像において知覚的に注意を散逸させる変化を回避するために、人間
の視覚系に関連する要素も含み得る。
【００６９】
　投影機等の表示装置１２のシステムでは、異なる表示装置１２間において最大輝度値と
最大コントラスト値とがぴったりと一致する場合は少ない。しかしながら、一組の表示装
置１２、たとえば、投影機を動的に制御するために、この発明の実施例に従った上記のア
ルゴリズムを適用する前に、この態様で投影機等の個々の表示装置１２を一致させる方法
が当業者によって公知である。たとえば、この説明において言及されていない１つの制御
が、最小可能輝度出力を効果的に補償する共通輝度制御である。したがって、この制御は
、投影機のコントラスト比を設定し、この制御を用いて、投影機等の表示装置１２間のＣ
ＲPを一致させることができる。
【００７０】
　アルゴリズム自体に直接内在する、投影機等の表示装置、ダイナミックレンジ、および
輝度の差に対処するために、上記のアルゴリズムを変更することもできる。これは、投影
機等の表示装置１２に関する、表示装置に固有のＬMAXおよびＣＲPの値を使用することに
より行なわれ得る。このことは、図５に例示する内容に関連する。
【００７１】
　図６に提示するグラフでは、３つの投影機が示される例において、ＬMAX値およびＬMIN

値が全表示装置１２に対して一定であることが分かる。実現されるシステムコントラスト
は、１０００：１に制限され、これはＣＲPに等しい。
【００７２】
　リンクされた動的な黒システムの第１の実施例は、その動作から生じる白レベル、黒レ
ベル、または中間のグレーレベルにおいて不連続性を伴わない、視覚的に連続した画像を
生じる。しかしながら、この表示システムは、任意の１つの時刻において、個々の投影機
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のダイナミックレンジ以下のダイナミックレンジに限定される。或る特定の動作条件下に
おいて、このシステムのダイナミック比を、１つの投影機のダイナミック比をはるかに上
回るダイナミック比までさらに拡張することができる。
【００７３】
　隣り合った２つの投影機を有するシステムを想像されたい。表示されるべき画像は、第
１の投影機の中央に全振幅の白い正方形と、それ以外の場所に黒とを含む。第１の実施例
において、バックライト利得ＧPは、１．０に設定されなければならない。なぜなら、こ
の画像全体が、この正方形の位置において１．０のＶIGを示唆する完全に白い正方形を含
むためである。次に、第２の投影機についての状況を考えられたい。そのＶIG入力は、ど
こにおいても０．０である。リンクにより課される条件を無視すると、そのバックライト
利得は最小値まで下がり得る。この場合、ディスプレイは、所望のシステムコントラスト
に等しい表示コントラストを有する。なぜなら、第１の投影機が完全に白い領域を有し、
第２の投影機が最大限に黒い領域を有するためである。この手法の問題とは、これらの２
つの投影機間の境界または重複部に、不連続性が見られる点である。この不連続性を排除
し、それにより、１つの場面内で可能な瞬間コントラストを拡張することが、この発明の
第２の実施例の意図である。
【００７４】
　第２の実施例では、各表示装置１２に対する一意の設定値により、個々の制御が提供さ
れる。コントローラ４３は、チャネルまたは表示装置１２の空間的配置の知識を考慮して
、チャネル間およびチャネル内に有効な勾配が生じ得るようにし、明るいイメージを有す
るチャネルが、高強度で非画素アドレス指定可能な光出力部の設定値、すなわちバックラ
イトの設定値を操作するようにし、一方で、明るさの少ないイメージを有する他のチャネ
ルが、低い強度、たとえば低いバックライト強度で、非画素アドレス指定可能な光出力部
の設定値を操作し得るようにする。このことを図７に示す。チャネル間の勾配は、空間的
に変化するビデオ利得係数を介し、同じく個々の画像にわたって変化する「ベータ面」の
使用を介して黒レベルを一致させることにより、計算されてチャネルに適用され、それに
より、従来のアルゴリズムによって可能であった瞬間ダイナミックレンジよりもはるかに
大きな瞬間ダイナミックレンジをディスプレイ全体にわたって可能にし、その一方で、隣
接するチャネル間において注意を散逸させる、輝度レベルおよび黒レベルの差を回避する
。
【００７５】
　第１の実施例に関して上記の例に戻ると、不連続性は、投影機に対するＶP信号に対し
、空間依存性のオフセットと利得の変化とを提供する内挿面の使用により、排除される。
上記の状況において、オフセットおよびそれに対応する利得の変化は、第２の投影機に対
するＶＰ信号に適用される。このオフセットは、２つの投影画像間における界面の輝度を
等化する。その後、このオフセットは、界面からの距離が増大するのに伴って減少する。
この減少の率およびプロファイルは、観察者に対して不連続性を最小にする好ましい影響
を生じる、線形、曲線、または任意の他の形状であってよい。この空間依存性のオフセッ
トは、影響を受ける領域内の投影機のＣＲPを効果的に減少させるため、ＶIGとＶPとの間
のビデオ利得係数もまた、この領域内で変調されなければならない。
【００７６】
　実施されるべきアルゴリズムは、以下のようなものであることが考えられる。
　投影機等の各表示装置１２に対して実施例１で概略的に説明した等式を用い、特定の投
影機に対するＶIG入力にのみ基づき、ＶIG_MAX、ＬSYSTEM_MAX、およびＧPを求める。
【００７７】
　ＬSYSTEM_MIN＝ＬSYSTEM_MAX／ＣＲP

　投影機等の各表示装置１２に対するＬSYSTEM_MIN値およびそれらの空間的な配置に基づ
き、投影機等の各表示装置１２についての輝度面を求める。この輝度面は、個々のＬSYST

EM_MIN値に加えられると、全投影機にわたり、滑らかな面を生じる。この面は、SmoothSu
rface(x,y)と特定される。表記(x,y)は、この面が空間依存性の値から成ることを示す。
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【００７８】
　投影機のビデオ入力ＶPは、画像内の各位置に対して以下のように求めることができる
。
【００７９】
　ＢOFFSET＝SmoothSurface(x,y)／（ＬSYSTEM_MAX－ＬSYSTEM_MIN）
　ＡGAIN＝（ＬSYSTEM_MAX－SmoothSurface(x,y)）／（ＬSYSTEM_MAX－ＬSYSTEM_MIN））
　ＶP＝ＡGAINＶIG／ＧP＋ＢOFFSET

　この処理を一例によって例示する。
【００８０】
　図７に示すシステムは、１００００：１のＣＲSと、１０００：１の投影機ＣＲPとを取
る。３つの投影機が、左から右に一列に積み重ねられていることが想定される。図７のグ
ラフにおいて、各投影機の出力は、２０ポイント毎にサンプリングされる。投影機１のサ
ンプルは、０－１９と標識付けされており、投影機２のサンプルは、２０－３９と標識付
けされており、投影機３のサンプルは、４０－５９と標識付けされている。簡略化のため
に、１つの次元のみを示す。
【００８１】
　入力されたビデオは、１つおきの画素がゼロに設定された状態で、ガウス（Gaussian）
曲線を辿り、白に加え、黒レベルにおける性能を示す。ビデオレベルおよび１００００：
１のＣＲSに基づいた所望の輝度が、菱形と、その間を接続する線とによって示される。
Ｌ＿ＭＡＸおよびＬ＿ＭＩＮと記された実線は、３つの投影機の計算されたバックライト
設定値およびコントラスト比に基づいた、当該３つの投影機の最大輝度および最小輝度を
示す。投影機の輝度は、正方形によって示される。投影機の輝度が、画像の明るい部分に
おいて所望の輝度と極めてよく重複し、その軌跡が、ＣＲPおよびバックライト値に対し
て考え得る最小黒レベルをよく辿ることが分かる。
【００８２】
　個々の投影機のコントラストがわずかに１０００：１（ＣＲP）であるにもかかわらず
、実現されたシステムコントラストがほぼ１００００：１（実際には７６６２：１）であ
ることに注目されるべきである。これは、実施例１に優る実施例２の利点である。実施例
１では、個々の投影機のコントラスト比ＣＲPを上回らないコントラストが可能である。
システムのコントラストが拡張され得る量は、表示される画像に著しく依存する。極めて
均一な画像は、拡張をほとんど有さないが、チャネル間において輝度の点で差の大きな画
像は、最大の増大を有する。
【００８３】
　ベータ面の線７０にも注意されたい。この線７０は、先に論じた滑らかな内挿面（Smoo
thSurface(x,y)）を表わす。この面は、Ｌ＿ＭＩＮ線により示される、通常はその不連続
性により異種の黒レベルを、投影画像の交点において滑らかに接合させる。
【００８４】
　当業者によって認識されるように、この発明の実施例は、方法か、特殊用途の機器等の
機器か、または、キャリア媒体、たとえば、ステップの組を実施するように処理要素を制
御するための１つ以上のコンピュータ可読コードセグメントを担うコンピュータプログラ
ムプロダクトキャリア媒体として実現され得る。したがって、この発明は、完全にハード
ウェアの実施例か、完全にソフトウェアの実施例か、または、ソフトウェアの局面とハー
ドウェアの局面とを組合せた実施例の形態を取り得る。さらに、この発明は、媒体内で実
現されるコンピュータ可読プログラムコードセグメントを担うキャリア媒体（たとえばコ
ンピュータ可読記憶媒体上のコンピュータプログラムプロダクト）の形態を取り得る。デ
ィスケットもしくはハードディスク等の磁気記憶装置、または、ＣＤ－ＲＯＭ等の光学記
憶装置を含む、任意の適切なコンピュータ可読媒体が使用され得る。たとえば、コンピュ
ータプログラムプロダクトは、大容量記憶装置の一部であり得、コンピュータプログラム
プロダクトは、コンピュータ可読プログラムコードセグメントを有する。
【００８５】
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　論じた方法のステップが、記憶装置（図示せず）に格納された命令（コードセグメント
）を実行する、図４に示す処理要素２４のコントローラ４３等の適切なプロセッサにより
、一実施例において実施されることを理解されたい。また、この発明が、いずれかの特定
の実現例またはプログラミング技術に限定されず、かつ、この発明が、本明細書に記載し
た機能性を実現するための任意の適切な技術を用いて実現され得ることも理解されたい。
この発明は、いずれかの特定のプログラミング言語またはオペレーティングシステムに限
定されない。
【００８６】
　命令（たとえば記憶装置内のコンピュータ可読コードセグメント）は、記憶装置からメ
モリに読出され得る。メモリ内に含まれる命令のシーケンスの実行により、コントローラ
４３は、本明細書に記載するプロセスステップを実施する。代替的な実施例では、ソフト
ウェア命令の代わりに、またはソフトウェア命令と組合せて、配線接続された回路を用い
、この発明を実現することができる。したがって、この発明の実施例は、ハードウェア回
路およびソフトウェアの任意の特定の組合せに限定されない。
【図面の簡単な説明】
【００８７】
【図１】この発明の実施例に従った多重チャネル表示システムの概略上面図である。
【図２】図１に例示する表示システムの第１の実施例の模式図である。
【図３】図１に例示する表示システムの第２の実施例の模式図である。
【図４】この発明の実施例に従った表示システムで使用され得る処理要素の概略図である
。
【図５】この発明の実施例に従って使用するための、多重チャネルシステム内の複数のチ
ャネルにわたる総合最小ビデオレベルおよび総合最大ビデオレベルをどのようにして求め
るかを示す図である。
【図６】この発明の第１の実施例に従ったアルゴリズムで制御される３つの隣接する投影
機の異なる輝度値を示す図である。
【図７】この発明の第２の実施例に従ったアルゴリズムで制御される３つの隣接する投影
機の異なる輝度値を示す図である。
【符号の説明】
【００８８】
　１０　多重チャネル表示システム、１２　表示装置、１４　画像の一部、１６　共通の
表示画面、１８　リンク機構。
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